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日本における移民の現状

　日本における移民の数は，2023年6

月末時点で322万3,858人に上り，過
去最多を更新した1。その中でも，朝
鮮半島にルーツをもつ者は国別移民
者数で第３位であるにもかかわらず，
自殺死亡率が移民の中で最も高いこ
とが指摘されている2。朝鮮半島に
ルーツをもつ者とは，渡航時期を問わ
ず，朝鮮半島から日本に渡航した人々
とその子孫のことを指す。朝鮮半島
にルーツをもつ者が抱えやすい心理
的問題の背景には，親子間の日本社
会に対する親和性のちがいや，使用言
語のちがいなどの異文化適応ギャップ
に関連する要因の存在が指摘されて
いる3, 4。

移民に生じる異文化適応ギャップ

　異文化適応ギャップとは，親子間の
移住先社会への適応戦略や適応レベ
ルのギャップである5。とくに，子ども
は親よりも移住先社会への同化が早
いといわれており，親子間の異文化適
応レベルのちがいで異文化適応ギャッ
プが生じやすいといわれている6。こ
のような異文化適応ギャップが生じる
と，親の子どもに対する権威づけが困
難になり，親子間の葛藤が生じやすく
なることが指摘されている4。たとえ

ば，ヒスパニック系アメリカ人親子302

組を対象とした5時点の縦断調査 7や，
韓国系アメリカ人親子77組を対象と
した横断調査8では，異文化適応ギャ
ップが家族機能の低下を通じて，抑う
つや不安などの内在化症状と，大量
飲酒や攻撃的行動などの外在化症状
に影響を及ぼしていることが示された。
　しかし，従来の研究における異文化
適応ギャップと心理的問題の関連の
検討は，欧米圏の移民のみを対象に
行われており，日本における移民およ
び朝鮮半島にルーツをもつ青年を対
象とした検討は行われていない。
　そこで現在，筆者らは，①朝鮮半
島にルーツをもつ青年を対象とした
インタビュー調査と，②朝鮮半島に
ルーツをもつ青年の異文化適応ギャ
ップを測定する尺度の開発および青
年の心理的問題との関連の検討を行
っている。

朝鮮半島にルーツをもつ青年を対象
とした研究

　インタビュー調査では，「異文化
適応ギャップの認識の有無が朝鮮半
島にルーツをもつ青年の心理的問題
にどのような影響を与えるか」とい
うリサーチクエスチョンのもと，朝
鮮半島にルーツをもつ青年12名を
対象に，半構造化インタビュー調査

を行った。その結果，異文化適応ギ
ャップの認識がある場合，他人には
理解してもらえるはずがないとい
った「個人的な問題という認識」や，
「親との話し合いの回避」が生じる
ことで，青年の抑うつや不安，孤独
感などの心理的問題に影響を及ぼし
ている可能性が示された9。
　尺度開発では，民族団体に所属す
る学生や首都圏の大学生・大学院生
319名を対象に，質問紙調査を行った。
その結果，一定の信頼性と妥当性を
有する異文化適応ギャップ尺度が開
発された。そして，異文化適応ギャッ
プの認識が，朝鮮半島にルーツをもつ
青年の抑うつ，不安，孤独感，認知的
フュージョン（自らの思考に対する過
度なとらわれ）と関連していることが
明らかになった。
　以上の結果から，異文化適応ギャッ
プと朝鮮半島にルーツをもつ青年の
心理的問題との関連が示された。今
後は，「個人的な問題という認識」と
過度に思い込んでしまう状態である
認知的フュージョンや，「親との話し合
いの回避」を含めた異文化適応ギャッ
プと心理的問題の因果関係の検討や，
心理療法の開発および効果検証を行
うことで，朝鮮半島にルーツをもつ青
年に対する支援の糸口を増やしてい
きたい。
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